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公立大学法人山形県立保健医療大学中期目標 

 

前文 

公立大学法人山形県立保健医療大学（以下「法人」という。）は、幅広い教養と豊かな

知識と技術を持ち、専門職としての理念に基づき行動できる人材を育成するとともに、地

域に開かれた大学として保健医療に関する教育、研究の成果を地域に還元し、もって、県

民の健康及び福祉の向上に寄与することを目的とする。 

この目的を実現し、山形県立保健医療大学をより魅力ある大学とするため、山形県は次

の項目を基本とする中期目標を定める。 

１ 魅力と特色ある教育の展開 

社会の要請と学生のニーズに応え、高度な知識と技能を有するとともに豊かな人間

性を備えた質の高い保健医療従事者を養成するため、最新の知見と技術に基づいた魅

力と特色ある教育を展開する。 

２ 地域に開かれた大学づくり 

地域に根ざした教育研究及びその成果の還元に努めるとともに、地域との連携、協

働に積極的に取り組み、地域に開かれた大学づくりを図る。 

３ 自律的、効率的な大学運営 

理事長のリーダーシップのもと、組織の活性化を図り、社会の変化に的確に対応し

た自律的、効率的な大学運営を図る。 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

１ 中期目標の期間 

この中期目標の期間は、平成 21年４月１日から平成 27年３月 31日までの６年間と

する。 

２ 教育研究上の基本組織 

山形県立保健医療大学（以下「大学」という。）は、以下に記載する学部、研究科を

もって構成する。 

学 部 保健医療学部 

研究科 保健医療学研究科 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 



 - 2 - 

（１）教育の成果 

① 学部教育 

豊かな心と創造力を備え、科学的知識に裏付けられた高度な専門的技術と倫理

的判断力を有し、連携と協働により地域の保健・医療・福祉の向上に貢献できる

保健医療技術者を育成する。 

② 大学院教育 

保健・医療・福祉の現場において卓越した実践能力と調整能力を持つ高度専門

職業人や、次代を担う人材の育成、指導を行う教育者及び地域社会の諸課題へ対

応するための研究開発能力に優れた研究者を養成する。 

（２）教育内容の改善 

① 教育課程 

医療の高度化、専門化や高齢化、少子化の進展に伴う保健・医療・福祉ニーズ

の多様化等、社会の変化に的確に対応する魅力ある教育内容を確保するため、最

新の知見に基づき、教育課程の継続的な改善を図る。 

② 教育方法 

学生が授業内容を深く理解し、知識や技術を確実に習得できるよう、効果的な

授業形態を設定するとともに、指導方法の継続的な工夫に努める。 

（３）教育実施体制の充実 

① 教員の配置 

教育研究の進歩や時代の動向、地域社会の要請、学生のニーズに柔軟に対応し

た教育を実施するため、適切な教員の配置を図る。 

② 教育の質 

学生に質の高い教育を提供するため、授業内容や教育方法の改善のための組織

的な取組みを推進し、教育の質の向上を図る。 

③ 教育環境    

学生に良好な環境で質の高い教育を提供するため、施設設備、資料等の計画的

な整備及び長期的な視点に立った維持管理により、教育環境の向上を図る。 

（４）学生の確保 

大学の特色、求める学生像、その他入学者の選抜に関する情報を積極的に発信し

志願者の確保を図るとともに、大学が求める資質と能力を有する学生の確保を図る。 

また、現場で働く社会人が大学院において高度な教育を受け、研究することがで

きるよう、社会人の積極的な受け入れを図る。 

（５）学生支援の充実 

① 学習支援 

学生が意欲と目的を持って学習に取り組めるよう、自学自習のための学習環境

の整備やきめ細かな学習指導の実施等、学習支援の充実を図る。 
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② 生活支援 

学生が心身ともに充実した大学生活を送ることができるよう、生活全般に対す

る支援の充実を図る。 

③ キャリア支援 

学生の就職や国家資格の取得を支援し高い就職率及び国家試験合格率を維持

するため、進路情報の十分な提供や研修の実施等、進路指導の充実を図る。 

２ 研究に関する目標 

（１）研究水準の向上及び研究成果の発信 

医療の高度化、専門化や高齢化、少子化の進展に伴う保健・医療・福祉ニーズの

多様化等、社会の変化を踏まえ、各専門分野における研究を深め研究水準の向上を

図る。 

また、地域社会の活性化や県民の健康と福祉の向上に繋がる研究に積極的に取り

組み、その成果の発信を図る。 

（２）研究実施体制の整備 

保健・医療・福祉の各分野にわたり質の高い研究を行うため、研究環境の改善や、

研究活動活性化のための組織的な取組みの強化等、研究活動を推進する体制を整備

する。 

また、研究活動の適正な評価を行い、その評価結果を活用することにより研究の

質の向上を図る。 

３ 地域貢献に関する目標 

地域に開かれた大学として行政、他の教育機関、研究機関、県内企業等との連携を

強化するとともに、公開講座や医療関係者のための研修会等の開催等、地域のニーズ

に合わせ広く学びの機会を提供する。 

また、大学が有する保健・医療・福祉に関する高度な知見や教育研究の成果を地域

に還元することにより、県民の健康と福祉の向上及び地域の発展に貢献することを目

指す。 

４ 国際交流に関する目標 

国際的視野を持ち活躍できる人材を育成するため、海外大学との交流を通じ、国際

化に対応した教育研究を展開する。 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１ 運営体制の改善に関する目標 

理事長のリーダーシップのもと、法人の機動的、効率的な運営体制を構築するとと

もに、学外の有識者及び専門家を積極的に任用し幅広い意見を求め、開かれた大学運

営を図る。 

２ 教育研究組織の改善に関する目標 
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教育研究の進歩や社会の変化等に的確に対応した優れた教育研究を実施するため、

教育研究組織の継続的な点検、見直しを進める。 

３ 人事の適正化に関する目標 

（１）人材の確保 

大学の教育研究の活性化を図るため、大学の特性を考慮した任期制の導入等、公

立大学法人の特長を生かした人事制度を構築し、教育研究の質の向上に資する優れ

た教員を継続的に確保する。 

（２）業績評価制度の構築 

教員組織の活性化、教育研究の質の向上を図るため、教育活動、研究活動、地域

貢献等多様な分野の評価を適正に行い、その評価結果を処遇に反映させる仕組みを

構築する。 

４ 事務等の効率化、合理化に関する目標 

法人の事務の効率的、合理的な執行のため、事務処理の簡素化、外部委託の活用を

含めた事務組織及び業務の継続的な見直しを進める。 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標 

１ 自己収入の確保に関する目標 

（１）外部研究資金の獲得 

大学の研究水準の向上を図るため、外部研究資金の積極的な獲得に努める。 

（２）その他自己収入の確保 

教育の質の向上と大学の円滑な運営を図るため、授業料、入学料、入学考査料等

の自己収入の確保とその増加に努める。 

２ 経費の効率化に関する目標 

大学の教育研究の質の向上を図りつつ、法人の業務の全般について継続的な見直し

を行い、より効率的な運営により経費の節減に努める。 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

法人の健全な運営を確保するため、経営的視点に立ち資産の効果的、効率的な管理

及び活用を図る。 

 

第５ 自己点検、評価及び情報の提供に関する目標 

１ 評価の充実に関する目標 

大学の教育研究の質の向上を図るため、法人、大学の諸活動について多面的な自己

点検、評価を行いその結果を公表するとともに、教育研究活動や法人の業務運営の改

善に活用する仕組みを確立する。 

２ 情報公開の推進に関する目標 

公的資金を基盤として運営される公立大学法人として運営の透明性を高め、社会に
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対する説明責任を果たすため、教育研究及び組織運営の状況に関する情報を積極的に

公開する。 

 

第６ その他業務運営に関する目標 

１ 安全管理に関する目標 

大学の学内における事故、犯罪及び災害による被害の発生を未然に防止し、安全、

安心な教育研究環境を維持するため、安全衛生管理体制と防犯、防災対策の強化を図

る。 


